




'Glutinous Rice Zone'i the Modern Times : 
A Case Study from Northen Thailnd 
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コータイ (Sukhotai) 周辺の標高lOm 以下の沖積地帯を除くと，大部分は
標高50m 以下の盆地を含む丘陵およぴ山間地帯である．本研究では具体的な
調査対象をこうしたタイ北部にあって早くから中心的位置を占めてきたチェン





研究者の間の常識」（綾部1971 : 347) と言われ，歴史上一貫して社会経済の中
核をなしてきた．すなわち，石井 (1975) が『タイ国一ひとつの稲作社会一』
と表現し， Chatip (1984) がタイ人を「稲作の民」と自認した基盤が，チャ
















ヤ王朝は間もなくビルマに滅ぼされ， 18 憔紀半ば (176 年）に至って国家が再
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土壌旋分枯渇等の環境問題が指摘されるに至った（北原， 1985 : 97).
実際，こうした中でタイ農業の構造も大きく変わり始める．例えば， 1960 年
64 立正大学経済学季報第58巻3号
代初期のタイの農業は国内総生産 (GDP) の4% を占め，就業人口の82% を
雇用していたが，その後農業は1970-5 年の間に年率3.6% の割合で成長したに
もかかわらず， GDP に占める比率は1978 年に25%, 195 年には1% にまで低
下した．タイの農家にとって基幹作物である米についても，依然として重要な
輸出品の一ではあるが，穀物生産額全体の過半程度に後退してきている
(Somprn et al., 19). また一方において， 1980 年代後半になると複合農
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図3 タイ国における 4地区別の稲作付面積の動向




















になった（図 3参照）. 197 年に出版した著書で，綾部恒雄氏は，「私は，タイ
国はまだ伝統文化の研究が実地に行いうる国でもあると考える」「とくに，タ
イ国人口の84% を占める農村にあっては，伝統文化の比重は，依然として抜き















雨日数13B, 年乎均気温26. ℃ （最高34.5 ℃，最低15.2 ℃)である．気候の
特徴は雨季 (5 -10 月）と乾季 (1- 4 月）が明瞭なことで，雨季には雨の降
る日が多く 7 月や 8 月には月に20 日以上に達する反面，乾季になると月に 1 日
か 2 B, あるいはまった＜雨のない月も現れる．木村 (194) によれば，チェ
ンマイ盆地では，こうした気候条件の下で農家は第 1農耕期 (8 -1 月），第




大きく (Yoshin 20), これが水資源に影響し，引いては稲作にも悪影響を
及ぽす環境下にある．
2. 土地利用と人口動向
チェンマイ県の 土地利用 (198 年）は，総土地面積12,569 ライ
(2,0176ha) のうち農地が10.5%, 山林が69.%, その他が19.6% となっ
ている. 20 年現在，総人口 (20 年）は1,590327 人で，中心都市チェンマ
イは257,61 人（都市人口=Municpalty は17,2 1 人）である．しかし同
市の人々の推移をみると， 1970 年 (84,0 人）から 190 年 (165,0 人）の間
に倍増し，さらに近年では増加傾向が強まっている．チェンマイ市では190 年
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0・50km 23. Omkoi , , 24. Hot 
図4 チェンマイ県の行政区
(Pranok Withay Maps Centr : Chiang Mai 50万分の 1地勢図
をもとに作成）
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率では，オムコイ (2.07%), ピアンヘング (1.81)' サンサイ (1. 6)' メリム
(0.69), メエケム (0.67), ホト (0.36), チェンマイ (0.3), チェンタオ










耕地面積の分布状況によると，総農家数152,95 戸 (198) のうち5.3% が 6
ライ未満層であり，これに 6-9 ライ層 (21.6%) を加えると 76% が10 ライ未
満で，全体に零細経営が卓越している． しかし耕地総面積に対する割合では，
10 ライ未満の農家が占める割合は46% に留まり， 10 ライ以上の経営階層の占め
る割合が過半を占めている．また経営形態別にみた場合，自己所有地での経営
が農家数・面積いずれの場合も 60% 以上を占める． しかし他に借地経営が農家
数で21.8%, 面積で18.2% あり，自己所有地と借地を合せた経営も 1% と17.6

























表 1 チェンマイ県における農家の経営耕地規模別農家数・経営形態 (198 年）
経営階層 全体 自己所有地での経営 借地経営
区分 農家数 面積 牒家数 面積 農家数 面積
6ライ未満 84,15 317,8 60,425 23,17 20,17 7,82 (5.3) (25.9) (59.1) (28.5) (60.) (34.9) 
6-9 32,89 246,7 21,74 162,793 6,58 47,65 (21.6) (20.) (21.) (20. 7) 09.8) (21.4) 
10-39 3,74 537,461 19,302 317,64 6,238 82,5 (2.) (4.0) (18.9) (40.) (18.) (37.0) 
40以上 1,478 120,39 73 80,9 258 14,85 (0.9) (9.) (0.8) (10.3) (0.8) (6. 7) 
総計 152,98 1,296 102,4 784,6 53,19 2,567 (10.) (10.) (10.) (10.) 0.) (10.) 
対全体割合 10% 10% 67.10% 64.20% 21.80% 18.20% 




















農村の土地利用動向については図 5に示す. 198 年から98年までの傾向であ
るが全体的には近年は緩やかな減少基調で推移している． しかし農村住宅はほ

















198 198 190 19 192 193 194 195 196 197 198 (年）
1~ 住宅敷地闊水田曰畑作物 Ill 果樹・樹木 D 野菜花丼口畜舎等■放棄地帯I
図 5 チェンマイ県における農村土地利用変化
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図 7 チェンマイ盆地における果樹園分布， 196 年（黒：果樹園）
資料： Royal Thai Survey Departmn, 5万分の 1地形図より作成
理解はきわめて煎要であるので，チェンマイ盆地の周辺を対象として，ラムヤ
イを含む果樹園の分布図を作成した（回 7' 図 8). 分布図は衰料とした地形









した平坦部， (2) 盆地周縁の山麓部，そして(3) 盆地から離れた台地や丘陵部にお
けるタイプである．チェンマイ盆地は，伝統的に水田がもっとも多く一円に展
開している，場所によっては低地の水田を果樹園に転換している事例もみられ






チェンマイ県における最近10 年間の米作の状況を表 2 に示す. 20/ 
201 米穀年度の場合，作付面積は6,539 ライ (106, 64ha), 収穫面積658,75
ライ (105,38), 収穫鼠は658,75 トンである．この値は， 190 に比べるとそれ
ぞれ，ー 15.26%, -15.0%, -12.4% の減少となっている．ところで，チェン
マイ県の米作は，作期によりおおきく雨季水稲 (Major Rice), 乾季水稲
(Second Rice), およぴ陸稲 (Upland Rice) に区別されるが，さらにウルチ
とモチの 2 つの品種タイプに分けてみる必要がある．そこで，各作期別に両者
の関係を分かりやすくするため整理したのが図 9である．
図 9 によるとウルチとモチ栽培の関係は， 20/01 年の雨季水稲ではモチが




















ウルチ モチ 計 ウルチ モチ 計 ウルチ モチ 計
雨季水稲 190-1 143,927 529,07 673,02 143,92 517,4 61,5 82,45 309,65 392,4 
Major 195-6 140, 406,52 546,92 13,65 36,72 495,37 86,45 27,504 31,96 
Rice 20-1 135,082 396,247 531,29 134,581 389,4 524,6 86,0 240,1 326,90 
乾季水稲 190-1 46,20 17,0 63,90 46,20 17,0 63,920 30,1 10,89 40,8 
Second 195-6 4,92 13,596 18,52 4,92 1,350 16,279 3,05 6,30 9,356 
Rice 20-1 18,35 37,654 56,039 18,257 36,82 54,93 12,70 2,96 35,196 
陸稲 190-1 32,160 17,580 49,70 32,160 17,580 49,70 10,52 46,152 16,7 
Upland 195-6 54,67 16,30 71,036 54,67 16,30 71,036 20,3 6,785 26,78 
Rice 20-1 59,18 20,13 79,1 59,18 20,13 79,1 24,80 7,698 32,178 
190-1 2,87 564,3 786,42 2,304 53,021 75,32 123,0 326,9 49,3 
合計 195-6 20,9 436,7 63,485 19,270 391,82 582,6 109,521 240,59 350,1 
20-1 21,65 453,91 6,539 21,96 46,79 658,7 123,56 270,4 394,280 
臣円汁峙諜苓唸揺某翌
5 8 , g :
3 
% 
沢料： Chiangmai Provincial Statistical Ofice : Statistical Reports of Changwat, 1991, 1996, 201 
注：作付け而積と収穫面積の値は被古面栢のrr 無により必ずしも一致しない．



















⑳ %~ 253%~ 
図 9 チェンマイ県の稲作における作期別ウルチとモチの構成
衰料：表 2参照
のはチェンマイ市からみて北方のメエアイ (Maei), 7 ァン (Fang) チェン
タオ (Chiangdo), メテング (Maetng) をはじめとする，山間の諸郡で
ある．これに対して，チェンマイ盆地では全体にウルチの比重も高<, 190/ 
91 年当時でもドイサケット (Doisaket) では，ウルチがモチを凌駕していた．






















他，小さな店を構えている．稲作面積は12 ライ（約 2ha) で，水田の一部はチ
ェンマイ大学 MCC と共同で空中窒索を固定できるセスバニア (Sesbani
rostrac) の利用の試験をしており，年間の作物配覆は，セスバニア (5 - 7 
月）一稲 (7 -12 月）一大豆 (1- 4 月）ーセスバニア (5 - 7 月）一稲 (7 -12 月）
―野菜 (1-4 月）ーセスバニア (5-7 月）という順序で，稲作の収鼠を20% 増
加させた実績を持つ．モチは自給用に 4 ライ，ウルチは販売向けに 8 ライを作
付けている．モチ米はウルチ米より安いという. (201.829) 
高齢農家の例
5 人家族．夫 (82), 妻 (7)' 娘 (3), 娘亭主 (39), 子供．古い家の材料




耕起250 バーツ，田植は350 バーツ，除草・防除70 バーツ，肥料代130 バー ツ，






A: 2 人家族．本人（女， 32) と小学 1年生の息子．父母は近所に住む（商
売）．農業はしていないが，他の農家から頼まれたときには田植えや農作業を
手伝う．収入は40-450 パーツ／月で，そのうち子供の学費に20 バーツ
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（車での送迎費を含む）を費す．食糧（米）は市場で購入しているが，値段は
モチは13 バーツ／蹂，ウルチは15 パーツ/1;;, である. (202 .3) 
B: 4 人家族．本人 (42), 妻 (43), 子供 2 人．父母は 8km 北に住む（商
売）．近くにはオランダ人が経営する種苗会社がある．バプル経済が終わって
土地が動かなくなり，農業から仲買商に転業する．現在の年収入は60,0-






















4 人家族．本人 (42), 妻，子供 2 人．子供はランプーン県の工場に勤務し
ているため，現在は 2 人の生活．この農家がある集落では，ラーマ 9 世がすす
める多様化政策によって造られたため池が多い. 4年ぐらい前から水田の遊休
化が進むようになり， 3分の 1 ぐらいの農家が借地している．この農家は現在
借地を含め4.5 ライを経営している．道路沿いに位置しているため土地の値段
が高い (30 万バーツ/ 1 ライ）ので買わずに借地している．他に稲作の作業請
負も行っている．作業請負は収益がよ<'今年は自分の稲の作付けは少なくし
た．ちなみに， 1 ライの収埜が30 タンク (1 タンク =20 に）として，ォーナ
ーヘ納める分は 1 ライ当たり 12 タンクで済むので，収鼠の96% が手取り分とな
る．
米の販売価格は，今年はモチ米のほうが高く， 1 タンクあたりモチは65 バー
ッ，ウルチは62 パー ツ． しかし， 2 年前から政府はウルチに対して価格保障を














こうした環境の中で，この農家は現在，自己所有地 2 ライの他，両親分 6 ラ
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イ（米で渡す）と弟の分 6 ライを合せ，合計14 ライを経営している．すべてモ
チ米を作付けている．父の代からモチ米以外を作ったことがない，という．モ
チ米は 3分の 1位を自家消費，他は業者（中規模）へ販売する．稲作は 6 月




している．毎 B 2 時間 (2 人）の作業をつづけ， 18-20 日で完了する．毎 B 2 
ケース (40 個）を庭先で業者を通して市場出荷される. 1 ケースをパッーク
(32 個）にして売る (10 バーツ位の値になる）．農家の手取りは約 3万パーツ位
の売り上げで， 1万パーツの純収入がある．この他 1 ライの販売用のトウガラ
シの栽培と養豚 (20 頭）を行っている．この農家の生活は米と卵の収入が主で
あるが，生活費は40 バーツ／月（娘の学費： 150 バーツ／月）であるので，





ある．農家の耕地面積は 1戸平均 5-6 ライ，土地所有者の割合は60-70% で
ある．稲作面積の95% はモチで，作期は 6 月下旬/7 月初旬に田植えを行い，





く人は 2 食をモチ米．少数山岳民族は2673 ライの耕地のうちモチを作つけてい
るのは20% 程度．ここから 10-30 代の青年が地区外へ出てエイズ感染者が一番
多い．男の患者が多い. (20 .28) 
グローバリゼーション下の「モチ稲栽培圏」 83 
ラフ族の村の村長の説明
この村には180 戸， 10 人が住む．以前住んでいた村に発電所ができたため．
16年前に移転してきた．水田をもたない村で常畑化した畑地で陸稲も栽培して
いる．外国人がここへ来たのは初めて，という．村長の家族は 6人．両親は別















わち，「モチ稲栽培圏」は東南アジアの古代民族の sticky fod (粘い食物）
への執許を背景に成立した（渡部， 198 : 137-8), という見方から帰結され
ることである．これは今日でも有力なモチヘの執着要因と考えておかねばなら
ない．
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ち価格が安くなるという問題がある (Chareonchai 192). 
第 3 に，伝統的なモチに対して積極的にウルチを採用するための条件が整っ











時輸出し得る国は恐らくタイ以外にはない（長谷川， 19 : 64). このことは
表 3 作期別・ウルチとモチの土地生産性比較ーチェンマイ県一
上段： 1 ライ当りの収鼠，下段： 10a 当りの収鼠
水稲（雨季） 水稲（乾季）
ウルチ モチ ウルチ モチ ウルチ
~1990-1991 573 60 650 610 327 
贔・-・ 195-96 657 62 619 5 36 
20-01 645 61 672 625 41 
~1990-1991 358 375 406 381 204 
贔 195-6 41 391 387 347 29 
、- 20-1 403 385 420 391 259 














































しかし高谷 (1985) や Tanabe (194) によっても指摘されているように，
13 世紀にすでにチェンマイ王朝の基盤となるような灌漑施設がつくられ，近代
になってからも 1928 年に，政府が最初の直営工事（メファク・システム）を行
ったり，つづいて，メピンカオ (4. 5万ライ），メクアンダ (6 万ライ），メ























1,79 10 174 378 317 675 234 3 


















「足るを知る経済」 (Suficeny Econmy) の王室プロジェクトをふまえ，
192 年に提案された新理論 (New Theory)9l に甚づく．国王による新理論の
骨子は，農民の土地の一部に貯水池を設置して，稲作単作ではなく果樹や永年
作物，住居などを順に30 : 30 : 30 : 10の比率で4分割して多角化を促し，まず
は自給を図ることから始めようとするものである．またカセサート大学の
8 立正大学経済学季報第58巻3号



































（米）， 30% (果樹）， 30% (養魚）， 10% (菜園）というような形に変わり，経













前述のように30( 米） +30( 畑作物） +30( 旋魚） +10( 菜園）という形で，複合農
業あるいは田畑合成農業が目指されている．こうした動きは，ベトナム・メコ
ンデルタのファーミングシステム (V (庭） A ( 池） C (豚） R (米））と類似
しているが（山田他， 20), 内陸の水不足地域で池を造ることで挑戦してい
る点で大きな違いがある．







































2) 坂本 (198) によれば，この地帯では今なお多くのモチ性穀類が栽培されてお
り，日常のヶの食事にモチイネのおこわを食べている人々が生活しており，また
そこではモチ性穀類の多様性に富んだ利用法が見いだされるのである．








4) 例えば，中尾 (196, 1976) や佐々木編 (1984).
5) 農耕の起源とモチ稲栽培圏，およぴ焼畑が稲作の起源かどうか，決着がついた
わけではない．その意味で，従来の照葉樹林地帯における焼畑から水田農耕への




















9) Royal Project Foundati (1974.10) の資料による．
10) ちなみに，タイ東北部サクーン村の以下の事例を掲げておく．ここは，人口
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